
⻑岡京市農ある環境を守る会
事業名︓結のこころを育む地産地消・⾷育プロジェクト
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 地元産の野菜を使った料理の伝承や地産地
消の取り組みを広く市⺠に伝え、⾷や農に
関心を持っていただく。

 実際に農の営みを体験しながら、互いに助
け合う心「結いのこころ」を育み、作物を
育て収穫する喜びとそれを調理し⾷べ、市
⺠と共に地産地消と⾷育を実践する。
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事業で解決したい地域課題とその背景



 ①地元産の野菜の栽培・収穫体験を⾏う
➡浄土谷地区の休耕地を活動場所とし、地元農家に
協⼒をいただきサツマイモ・⼤⾖栽培を⾏う

 ②加⼯や調理の体験会などを⾏い地域の⾷⽂化を伝
える機会を創出する。
➡初めて体験する市⺠に農機具の使⽤や栽培技術の
指導を実施

34

解決するための事業内容



 地産地消の実践するためサツマイモの収
穫体験、枝⾖（⼤⾖）収穫体験を計画

35

事業︓収穫祭



 １０月２１日に浄土谷棚田で開催。

 浄土谷地区の農家さんの協⼒でイベント
実施。会のメンバーで土づくりから種ま
き除草作業などを⾏いサツマイモと⼤⾖
を栽培。

36

事業︓収穫祭
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事業︓収穫祭



 地元産の米で麹を仕込み

 収穫した⼤⾖を利⽤して味噌をつくる

38

事業︓味噌づくり体験会



 収穫した⼤⾖を利⽤して味噌をつくる

 地元産の米で麹を仕込み、収穫した⼤⾖
ゆで、細かくつぶす作業を⾏い準備。体
験会当日は、⼤⾖栽培を写真パネルなど
で説明し、親子で味噌を作った

39

事業︓親子みそづくり体験会



40

事業︓親子みそづくり体験会



 地元野菜を市⺠と共に栽培し、地元野菜
の魅⼒を伝える、収穫した野菜で郷土料
理の伝承をすすめる。

 ⼈とのつながりを⼤切にし、「結（ゆ
い）のこころ」を理解し、協働で活動す
る喜びを実践する。
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事業によって到達したい状態や目標



 収穫祭では地元野菜を実際に収穫し、そ
れを親子で調理して⾷べる体験をしてい
ただけた。

 みそづくり体験では⼤⾖や米を発酵させ
ることで、日本の代表的な調味料をつく
ることを体験していただけた。
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事業の成果



1. 広報の方法
チラシを作成配布。商店街のお店での配布
や、⻑岡京市まるごとヘルシーフェスタで
は手配り
みそづくり体験会の広報は、⻑五⼩や地域
の子供会、⼩学校PTA役員の方々の協⼒を
得て参加者を募った。
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そのほか今年度事業について



2. 収入を得る方法
イベント参加費を各回３００円程度に設
定し、材料費を負担いただくことで継続
的に実施できるよう⼯夫した。

44

そのほか今年度事業について



3. 次年度以降の事業の展開
新たな会員を募り、活動をより活性化し
て⾏きたい。今後はサツマイモ・⼤⾖の
ほかにタマネギやジャガイモなども栽培
し、新たな収穫体験や郷土料理づくりの
イベントを模索していきたい。
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そのほか今年度事業について


